
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・ロボット工学専科） 

 

教科 工業 科目 
ロボット工学実習

（数値制御） 
単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 学校制作テキスト 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ロボット工学実習の中でも数値制御は、座学である機械工作・機械製図で学んだ事柄を活かしなが

ら実体験し、ＮＣフライスの基本的な取り扱い方ならびにＧコードの学習と簡単なＮＣプログラム

作成実習します。その中で、安全教育・基礎的技能の習得を目標とし、汎用工作機械と数値制御工

作機械の違いを学習していますので、工業（工作機械加工）分野の理解を深めるよう努力し、最後

まであきらめないで授業に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・ＮＣフライス盤の基本的な取り扱いを学習する。同時に工作機械加工に関する基礎的・基本的な

知識と技術を習得させ、工業技術の諸問題を主体的、合理的に解決し、創造的な能力と実践的な態

度を育てる。 

・Ｇコードの学習と簡単なＮＣプログラム作成ができることを目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械加工（数値制御） 

に関する課題につい

て関心を持ち、改善・

向上を目指して主体

的に取り組もうとす

るとともに、実践的な

態度を身につけてい

る。 

機械加工（数値制御） 

に関する諸課題の解

決をめざして思考を

深め、基礎的・基本的

な知識と技術を基に、

適切な判断、表現する

創造的な能力を身に

つける。 

機械加工（数値制御） 

に関する基礎的・基

本的な技術を身につ

け、ものづくりを合

理的に計画し、技術

を適切に活用してい

る。 

機械加工（数値制御） 

に関する基礎的・基

本的な知識を身につ

け、工業の意義や役

割を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

データ検証・考察 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

データ検証・考察 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

データ検証・考察 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察記録票 

レポート・発表 

自己評価 

相互評価 

データ検証・考察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

ﾛ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
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単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
① 

 数
値
制
御 

 

・ＮＣ工作機械のあらまし 

・本校の使用されている汎用

工作機械について 

○ 

○ 

  ○ 

○ 

a:装置の仕組み、汎用機・ＮＣ

機に関心を持ち、意欲的に取り

組んでいるか否か。 

d:工作機械に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、加工作

業の意義や役割を理解する。 

 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
① 

 数
値
制
御 

引
張
試
験 

 

・プログラミング概要説明 

・プログラミングソフト説明 

（フリーソフトＮＣＶＣ使用） 

○ 

○ 

○  ○ 

○ 

a:プログラミングに関心を持

ち、意欲的に取り組むか否か。 

b:プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につける。 

d:切削加工に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、切削加

工作業の意義・役割を理解す

る。 

 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
① 

 数
値
制
御 

 

・ＮＣﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰのプログラ

ミング① 

（直線ポログラミング） 

 

○ ○ ○ ○ a: プログラミングに関心を持

ち、意欲的に取り組むか否か。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につける。 

c:切削加工でのプログラミン

グについて、基礎的・基本的な

技術身につけ、加工手順（切削

条件・工程等）を合理的に実

行・計画できる。 

d: 切削加工に関する基礎的・

基本的な知識を身につけ、切削

加工作業の意義・役割を理解す

る。 

 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 



パ
ー
ト
② 

 数
値
制
御 

フ
ラ
イ
ス
盤 

 ・ＮＣﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰのプログラ

ミング② 

（直線・円弧等を含んだポログ

ラミング） 

○ ○ ○ ○ a: プログラミングに関心を持

ち、意欲的に取り組むか否か。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につける。 

c:切削加工でのプログラミン

グについて、基礎的・基本的な

技術身につけ、加工手順（切削

条件・工程等）を合理的に実

行・計画できる。 

d: 切削加工に関する基礎的・

基本的な知識を身につけ、切削

加工作業の意義・役割を理解す

る。 

 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 

パ
ー
ト
② 

 

数
値
制
御 

フ
ラ
イ
ス
盤 

・ＮＣフライスの取り扱い 

・ＣＡＭのあらまし 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○

○ 

a:ＮＣフライス・ＣＡＤ／ＣＡ

Ｍに関して関心を持ち、意欲的

に取り組むか否か。 

b: 各機能を適切に条件設定す

る能力を身につける。 

d: 基礎的・基本的な知識を身

につけ、切削加工作業の意義・

役割を理解する。 

 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


